


25年にわたる理論の変遷
や、追及の成果をまとめた、
書籍『山形学 山形における
地域学の成立と展開』を是
非ご一読ください。

講
座
」と
の
共
催
で
、有
名
作
家
に
よ
る
作
家
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を

今
年
度
も
開
催
予
定
で
す
。

　

県
内
各
地
で
活
躍
す
る
シ
ル
バ
ー
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
。県
内
9
地
域
の
団
体
に
対
し
て
、地
元
の
観
光
協
会
な
ど
と

連
携
を
図
り
、継
続
的
な
ス
キ
ル
向
上
や
活
動
環
境
整
備
の
た

め
の
支
援
を
今
年
度
も
行
い
ま
す
。

　

多
彩
な
テ
ー
マ
で
山
形
の
魅
力
に
迫
る「
山
形
学
」。こ
れ
ま

で
四
半
世
紀
に
渡
り
、年
度
ご
と
に「
最
上
川
」や「
農
」「
祭

り
」「
祈
り
」「
食
」「
音
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
、山
形
の

資
源
を
掘
り
起
し
、そ
の
魅
力
を
探
っ
て
き
ま
し
た
。入
門
編
と

し
て
6
月
に
開
催
さ
れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
、そ
れ
に
続
く
7
月
か
ら

10
月
ま
で
の
連
続
講
座
で
は
、20
代
〜
80
代
ま
で
県
内
各
地
の
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
参
加
者
が
集
い
、講
義
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

現
地
学
習
な
ど
を
と
お
し
て
、活
発
に
学
び
合
っ
て
い
ま
す
。

　

26
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、地
域
そ
し
て
社
会
を
創
る
担
い

手
で
あ
る「
若
者
」が
テ
ー
マ
。か
つ
て
全
国
的
に
注
目
さ
れ
国
の

法
律
を
つ
く
る
き
っ
か
け
と
な
る
ほ
ど
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
山

形
の
若
者
の
活
動
や
、現
在
の
山
形
の
若
者
の
多
様
な
生
き
方

な
ど
、山
形
の
若
者
の
過
去・現
在
を
踏
ま
え
て
、山
形
の
若
者

の
こ
れ
か
ら
、そ
し
て
山
形
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

各
地
で
地
域
学
や
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
仲
間
が
集

い
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や
地
域
学
の
あ
り
方
を
学
び
合
う
場
と
し

て
、平
成
12
年
か
ら
地
域
学
交
流
集
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。近

年
は
、ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
山
形
学
」地
域
連
携
講
座
の
仲
間
を

中
心
に
、高
校
生
や
大
学
生
、若
者
の
参
加
も
多
く
、世
代
や
立

場
を
こ
え
て
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
学
の
よ
う
な
地
域
に
関
す
る
学
習
や
地
域
づ
く
り
活
動

は
、歴
史
学
習
、文
化
体
験
、ま
ち
歩
き
な
ど
多
様
な
形
や
テ
ー
マ

で
、行
政・教
育
機
関・Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
よ
っ
て
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、山
形
学
と
想
い
を
同
じ
く
活
動
す
る
仲
間
を

「
山
形
学
」地
域
連
携
講
座
と
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

山
形
市
在
住
の
文
芸
評
論
家・池
上
冬
樹
先
生
が
講
師
兼
世

話
役
と
な
り
、”真
剣
か
つ
カ
ジ
ュ
ア
ル
“が
モ
ッ
ト
ー
の
有
志
に
よ

る
自
主
運
営
の
文
学
講
座
の「
小
説
家（
ラ
イ
タ
ー
）に
な
ろ
う

（米沢市上杉神社周辺で活動）
会長　森谷昭夫氏より

　おしょうしなガイドの会も創設20年が経過し、大きな節
目を迎えることができました。会員それぞれの生きがい、
心のよりどころとして観光ガイド活動がございます。会員
全員で新しい一歩を踏み出し、観光客の皆様に今まで

以上に歴史の
資源が豊富な
米沢に再び訪
れたいと思って
いただけるよう
なガイドに努め
てまいりたいと
思います。



な
力
量
が
必
要
か
を
学
ぶ
た
め
の
も
の
で
す
。

　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、職
員
と
し
て
必
要
な
知
識
や
技

術
を
着
実
に
磨
い
て
も
ら
う
た
め
に
、昨
年
度
に
引
き
続
き
、

「
広
報
資
料
作
成
」と「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」に
ポ
イ
ン
ト
を

絞
っ
て
実
施
し
ま
す
。今
年
度
は
、置
賜
と
最
上
地
区
で
そ
れ
ぞ

れ
開
催
す
る
予
定
で
す
。

事
業
の
詳
細
は
、本
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

　

本
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
設
置
し
て
い
る
、山
形
県
生
涯

学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム（
や
ま
が
た
マ
ナ
ビ
ィnet

）に
て
、生
涯

学
習
関
連
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。県
内
で
開
催
さ
れ
る

「
講
座・イ
ベ
ン
ト
」、講
師
や
生
涯
学
習
実
践
家
の
指
導
内
容
や

活
動
履
歴
等
の「
講
師・指
導
者
」情
報
、生
涯
学
習
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
内
容
の「
団
体・グ
ル
ー
プ
」情
報
、文
化
施

設
や
公
民
館
等
の
生
涯
学
習
関
連
施
設
の「
施
設
」情
報
と
い
っ

た
山
形
県
内
の
情
報
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。県
内
全

体
の
伝
承
活
動
を
網
羅
し
、映
像
記
録
や
資
料
を
収
集
し
た
地

域
文
化
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の「
ふ
る
さ
と
塾
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」の
サ
イ

ト
も
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　

市
町
村
の
社
会
教
育
、生
涯
学
習
関
係
職
員
の
資
質
向
上
を

目
指
し
、新
任
者
を
対
象
と
し
た
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
と
、

テ
ー
マ
別
研
修
と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
、県
教
育

委
員
会
と
連
携
し
て
今
年
度
も
開
催
し
ま
す
。

　
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
社
会
教
育
」「
生
涯
学
習
」っ
て

何
だ
ろ
う
？
と
い
う
基
礎
的
な
こ
と
か
ら
、豊
か
な
学
び
の
場
を

つ
く
り
、地
域
づ
く
り
を
支
え
る
た
め
の
職
員
の
役
割
や
、ど
ん

　平成2年7月にスタートした遊学館は、今年で25年目を迎えます。四
半世紀に亘って生涯学習の拠点としての役割を果たしてまいりました。
　当時は、生活水準の向上や労働時間の短縮が実現し、余暇を活用し
た「生きがい」や「ゆとり」に人々の目が向く一方で、技術革新・情報化・
国際化が進展し、仕事や生活の場で新しい知識や技術の習得の必要
性も高まっていた時代でした。全国的に生涯学習の気運が高まる中、山
形県はいち早くこれに着目し、昭和57年の生涯教育基本構想を皮切り
に着 と々準備が進められ、「学習社会」形成の拠点として、生涯学習セ
ンターと図書館とを併設した「遊学館」が、全国に先駆けてスタートした
のでした。
　その想いは、当時の板垣知事が「ゆとりをもって学ぼう」「よく学び、よ

く遊べ」の願いを込めて、「遊学館」と自ら名
付けたことにも表れています。
　複合施設が大きな特徴であり魅力でもあ
る遊学館ですが、平成13年には男女共同参
画センター「チェリア」が併設され、また平成
25年には緑町庭園文化学習施設「洗心庵」
が生涯学習センターの分館として整備され
ました。県民の多様な学習活動や交流の
ニーズに応えて、複合施設としての魅力を一
層発揮することにより、今後益々学習の楽し
さを実感できる場を目指していきたいと考え
ています。
　玄関ホールにある“からくり時計”は、子ども
たちが遊びに興じ、わらべ歌を奏でながら、四
半世紀の時を刻み山形の生涯学習を見守っ
てきました。さらに25年後、50周年にはどのよ
うな展開を見せているでしょうか？“からくり時
計”は、これからも無心に時を刻み続けます。



山形学講座
　どんな最期を迎えたいか考えることは、どんな人生を
生きたいか考えること。超高齢社会に生きる私たちがこ
の地域で豊かに老いるため、今年度はこのテーマで、7
月から10月まで全6回の連続講座を開催。前半は山形
に残る文化や歴史から死や生の捉え方を整理し、後半
は晩年の暮らしを幸せにするポイントを探りました。趣味
や好きなことをきっかけに人や地域とつながり、そのな
かで少しずつ人の役に立っていくことが鍵と「山形学」
なりの結論が出ましたが、答えは人それぞれ。内容を詳
しく知りたい方は講座録（遊学館ブックス）の発刊をお
待ちください。※27年度発刊予定

地域学交流集会
　宇都宮大学の廣瀬隆人氏を講師に迎え、11月１日に
遊学館で開催。高校生から高齢者まで、地域活動を行
う団体が集合し、熱いポスターセッションを繰り広げまし
た！アートによる地域づくりや歴史講座など、シンポジスト
から活動の秘訣を学び、ワークショップでは世代を超え
て交流。活動の内容は違えども、地域を愛する気持ちは
同じ。地域学がそこに住むことを肯定する学びであり、
過去・現在・未来をつなぐもの、といった意義を再確認で
きる機会となりました。

パワーアップセミナー
　11月18日、遊学館を会場に市町村、公民館やコ
ミュニティセンターなどで働く皆さんを対象に、社会教
育や生涯学習の基礎を学ぶ研修会を開催。2回目と
なる今回は、社会教育の実践者である元遊佐町教
育長の小田島健男氏より、地域住民とのかかわりの
大切さを学び、東北大学の石井山竜平先生からは、
社会教育法の正しい解釈や、全国
の事例を通して職員の力量
形成の重要性を学びました。

スキルアップセミナー
　公民館やコミュニティセンターなどで働く皆さん向
けに、ふたつのテーマについての研修会を行いました！
いずれも東北芸術工科大学の先生を講師に迎え、
「広報資料作成」では、赤沼明男先生から伝える側の
心構えやデザインのコツをゲームを交えて楽しく学び
ました。「ファシリテーション」では岡崎エミ先生をお招
きし、全国の事例やワークショップの実践から、話し合
いを活発に進めるポイントをお話しいただきました。



Q  

活
動
内
容
と
目
的
、始
め
る

　

  

き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
は
？

　

今
、両
親
や
祖
父
母
は
子
ど
も
に
お
も
ち
ゃ

を
買
い
与
え
、壊
れ
て
し
ま
っ
て
も
す
ぐ
新
し
い

も
の
を
買
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
親
御

さ
ん
や
子
ど
も
達
に「
モ
ノ
」の
大
切
さ
を
伝

え
た
り
、お
も
ち
ゃ
の
仕
組
み
を
教
え
た
り
、壊

れ
て
し
ま
っ
た
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
す
る「
お
も

ち
ゃ
の
お
医
者
さ
ん
」が
我
々
の
活
動
で
す
。

　

始
め
る
き
っ
か
け
は
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

平
成
21
年
度
シ
ニ
ア
新
社
会
参
画
塾｢

お
も

ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
養
成
講
座（
初
級
編
）｣（
日
本

お
も
ち
ゃ
病
院
協
会
後
援
）を
受
講
し
た
こ
と

で
す
。自
分
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
趣
味
の

陶
芸
や
写
真
撮
影
等
は
継
続
し
て
や
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、新
た
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
よ
う
な
も
の
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

友
人
か
ら「
定
年
退
職
後
に
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
て
続
け
る
の
に
も
ピ
ッ
タ
リ
、子
ど
も
が
好
き

で
お
も
ち
ゃ
に
興
味
が
あ
れ
ば
誰
に
で
も
で
き

る
」と
、講
座
の
受
講
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

Q  

活
動
す
る
な
か
で
、

　
  

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

　

子
ど
も
達
の
前
で
、お
話
し
し
な
が
ら
修
理

す
る
こ
と
で
す
。修
理
が
終
わ
っ
て
、壊
れ
て
い

た
お
も
ち
ゃ
が
動
き
出
し
た
と
き
の
子
ど
も
達

の
笑
顔
は
、お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
の
喜
び
で
あ

り
、達
成
感
を
得
ら
れ
る
瞬
間
で
す
。

　

お
も
ち
ゃ
の
修
理
は
、目
に
見
え
る
成
果
が

得
ら
れ
、子
ど
も
が
そ
の
場
で
喜
ぶ
こ
と
で
自

ら
の
達
成
感
が
強
ま
り
、生
き
が
い
増
進
へつ
な

が
り
ま
す
。ま
た
、ド
ク
タ
ー
同
士
修
理
の
情

報
交
換
を
す
る
こ
と
で
、お
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
て
活
動
が
発
展
し
て
い
き
、

と
て
も
良
い
効
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

Q  

ご
自
身
が
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　

  

し
た
と
感
じ
た
学
び
は

　

  

ど
ん
な
も
の
で
す
か
？

　

乱
暴
に
扱
っ
た
り
、落
と
し
た
り
踏
ん
で
し

ま
っ
た
り
等
の
外
的
要
因
や
、電
池
の
容
量
不

足
や
電
池
ホ
ル
ダ
ー
の
錆
、配
線
の
接
触
不
良

や
断
線
、お
も
ち
ゃ
の
心
臓
部
のIC

の
不
良
等

の
内
的
要
因
な
ど
、お
も
ち
ゃ
は
様
々
な
要
因

で
壊
れ
ま
す
。多
く
の
修
理
を
経
験
し
た
お
も

ち
ゃ
で
あ
れ
ば
故
障
の
箇
所
は
大
体
見
当
が
つ

き
ま
す
が
、初
め
て
の
場
合
は
、知
恵
と
工
夫
と

努
力
が
勝
負
で
す
。他
の
ド
ク
タ
ー
の
修
理
を

見
る
こ
と
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、悪
い
個
所
が
見
つ
か
っ
て
修
理

が
終
了
し
た
と
き
の
達
成
感
は
格
別
。多
く
の

種
類
の
お
も
ち
ゃ
を
経
験
す
る
こ
と
が
、ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。興
味

と
関
心
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
大
切
な
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Q  

こ
れ
か
ら
の
目
標（
夢
）を

　

  

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
は
生
き
が
い
の
ひ
と
つ

で
す
。や
ま
が
た
お
も
ち
ゃ
病
院
も
ス
タ
ー
ト

し
て
丸
5
年
に
な
り
ま
す
が
、子
ど
も
達
の
笑

顔
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
活

動
で
す
。

　

将
来
は
、置
賜
地
区
に
も
活
動
を
広
げ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、新
し
い
ド

ク
タ
ー
を
養
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。お

も
ち
ゃ
の
修
理
に
興
味
の
あ
る
方
や
見
て
み
た

い
方
は
是
非
現
場
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。き
っ

と
あ
な
た
も「
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
」に
な
っ
て
、

子
ど
も
達
の
笑
顔
の
輪
を
広
げ
た
く
な
る
と

思
い
ま
す
。
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でダウンロードすることができます。数も膨大なの
で、欲しい素材がきっと見つかるはず。登録すれば、
フォントや写真等の姉妹サイトも利用できるので重
宝間違いなし！毎日届くメルマガにも素材を無料で
ダウンロードできるアドレスが掲載されています。

【Word画像透過率変更】
　Wordでチラシや資料を作成時、背景に画像を
挿入する場合のテクニックをご紹介！そのままの画
像では、色が濃すぎて文字が見づらくなってしまうこ
とがありますよね。そんなときは、透過率を変更し、
画像の色味を薄くすることで文字が見やすくなりま
すよ。ぜひ、お試しあれ！

方法（Wordのバージョンによって異なります）：四
角形や円など図形を挿入し、画像に合わせてサイ
ズを調整。「図形の塗りつぶし」の「図（P）」をクリッ
クで画像を選択し、図形の書式設定の「塗りつぶ
し」の「透過性」の％を変更する。

　意見が出ない、論点がずれる、まとまらない、声
の大きい人の意見だけで決まる、時間の無駄…ビ
ジネス、地域、学校など様々なシーンで、こんな会
議や話し合いの経験はありませんか？そんな時に
活躍するのがファシリテーターです。
　中立的な立場で、課題の解決や目標の達成の
ために支援・促進する人。課題や目標を共有し、メ
ンバーから引き出したアイディアや意見を優先順
位、条件などで整理し、全員が納得のいく決定に
なるように導きます。
　そのために、時にリーダーのように目的や方向
性を示したり、マネージャーのように話しやすい場
づくりやうまくいくように補助をしたり、カウンセラー
のように丁寧に意見を聞きとったり、コーチのよう
に様々な意見や価値に気づかせたり、コンサルタ
ントのように必要な情報を提供したりと、多様な役

割を求められることもあります。場づくりや話を聴く
スキル、質問するスキル、議論を可視化するスキ
ル、整理するスキル、合意形成のスキルなどを状
況に応じて使い分ける必要があるのです。また、
ファシリテーターの雰囲気や姿勢はそのまま場に
反映されますので、メンバーが安心して意見を出
し、尊重し合えるよう、ファシリテーター自身がそう
いった雰囲気や姿勢を示すことも大切です。
　ファシリテーションはさまざまな書籍やHＰで
紹介されているほか、研修も行われています。こ
の機会に是非あなたも学んでみてはいかがで
しょうか？いつものその話し合い、劇的に変わる
かもしれませんよ！？
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迎
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康
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た
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か
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家
族
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頼
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き
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に
興
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て
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と
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た
。
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気
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け
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れ
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と
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が
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遽
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回
目
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そ
ば

打
ち
を
行
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
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と
。
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天
童
ア
ー
ト
ロ
ー
ド
プ
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ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
と
天
童
市

美
術
館
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共
同
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。天
童
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ー
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シ
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催
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作
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師
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が
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す
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作
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が
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受
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催
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術
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を
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い
し
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す
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ず
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魅
力
を
い
か
に
地
域
の
方
と
作
品
に

す
る
か
を
見
本
に
、実
行
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員
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方
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話
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合
い
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力
い
た
だ
き
な
が
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運
営
し
た
こ
と

が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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登
録
有
形
文
化
財・旧
蚕
糸
試
験
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新
庄
支
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現
：
新
庄

市
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
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会
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年
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3
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
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や
青
虫
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手
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く
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回
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30
店
舗
軒
を

連
ね
ま
す
。木
工
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羊
毛
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織
物
な
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種
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ラ
フ
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や
ヨ

ガ
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動
図
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車
な
ど
多
彩
な
ワ
ー
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シ
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プ
も
開
催
さ
れ

る
ほ
か
地
域
の
伝
承
野
菜
を
提
供
す
る
カ
フ
ェ
も
人
気
で
す
。

緑
の
木
々
と
昭
和
初
期
の
建
造
物
が
立
ち
並
ぶ
絶
好
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
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を
お
過
ご
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だ
さ
い
。

■ 

こ
こ
が
大
変 
■

　

毎
回
お
よ
そ
１
，０
０
０
人
の
来
場
者
が
来
る
よ
う
に
な
り
、規

模
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
で
運
営
が
大
変
に
な
って
き
て
い
ま
す
。
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実
行
委
員
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、行
政
が
協
働
に
よ
り
運
営

し
、多
く
の
人
た
ち
が
関
わ
り
を
も
つ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
り
ま
し
た
。



　今年度より発刊となった『生涯学習やまがた』、関係者の方々のご協力もあり、無事に3回
発刊することができました。ありがとうございました。出版社での経験を活かせたものの、「伝
わる」と「伝える」の間で悩み、広報紙の難しさに向き合った一年間となりました。（樋口）

「山形学」フォーラム
「時をつむぐ山形の若者たち」
　毎年さまざまな切り口で山形の魅力に迫る「山形学」。今年度
は、山形の若者の過去・現在の姿を通して、山形の未来を考えてい
きます。入門編となるフォーラムは５月募集開始、6月初旬開催予
定。詳細は山形県生涯学習センターまで。（続く全6回の連続講座
は6月募集開始予定、7月～10月開催予定）

遊学館ブックス
食から考える山形 ～足もとの食を見つめながら～

25年度の「山形学」講座の講座録
“遊学館ブックス”の最新刊！

　「ローカルな食」をテーマに、地元にしかない
食や食文化が持つ力、それを未来につなげるた
めの私たちの役割を考えました。生産者や料理
人だけでなく、高校生からメディアまで様々な立
場の方のお話も盛りだくさん。興味がおありの方
は、お近くの公立図書館でもご覧いただけます。

▶内　容　基調講演・シンポジウムほか
▶会　場　遊学館ホール
▶定　員　320名
▶参加費　無料

山形県生涯学習センターへ事前連絡の上、募集要領・助成金交付要綱に基づき、募集期限までに必要書類を提出

平成27年5月15日（金）【必着】

平成28年3月31日（木）まで
10事業

助成対象経費の3分の2（市町村は2分
の1）又は20万円のいずれか低い額

謝金・旅費・消耗品費・賃借料・印刷費など

　市町村や各教育委員会、関係施設等
が県民を対象とする生涯学習事業を実
施する際に、助成を行っています！

　県内の地域学や地域づくり活動を支援
するため、県民を対象とする地域に関す
る体系的な講座に、助成を行っています！ 

　県内高等学校文化部が遊学館を利用
して活動成果の発表などを行う際に、助
成を行っています！

平成27年5月15日（金） 【一次募集・必着】
平成27年10月31日（土）
　　　　  【二次募集・期間内随時受付】

平成28年3月31日（木）まで
14事業

助成対象経費の3分の2（市町村は2分
の1）又は30万円のいずれか低い額

謝金・旅費・消耗品費・賃借料・印刷費など

平成28年1月30日（土）【期間内随時受付】

平成28年3月31日（木）まで
6事業（予定数に達した段階で締切）

助成対象経費又は5万円のいずれか低い額

印刷費・通信費・消耗品費・賃借料など
（会場使用料など除く）


